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子供の努力に賞賛を 

校長 

２学期が始まりました。生徒の皆さんは皆元気に２学期のスタートを切ることができました。と思うのも束の間、

３年生の修学旅行が終わると、生徒会選挙、連合音楽会、中間考査を経て、３年生は進路選択の時期を迎えます。 

私がかつて担任をしていた時から感じていたことですが、定期考査の前後になると多くの生徒が落ち着かなくなり

ます。その様子をよく観察してみると、定期考査の「前」に不安定になる生徒と定期考査の「後」に不安定になる生

徒がいるようです。さらによく観察してみると、定期考査「前」に落ち着かなくなる子は、勉強をやろうと思ってい

てもなかなか実行にうつせなかったり、自分の勉強方法に自信がもてなかったりして気持ちが焦ってしまっている子

が多いようです。一方、定期考査「後」に落ち着かなくなる子は、何点とれたかが気になって居ても立ってもいられ

ないように思われました。前者は定期考査に至る過程が気になり、後者は定期考査の結果が気になっているようでし

た。 

スタンフォード大学の心理学の教授にキャロル・Ｓ・ドゥエックという先生がいます。その先生が次のような実験

をしたそうです。思春期の子供たち数百人を２つのグループに分け、同じ問題を１０問やらせ、終わった後にほめ言

葉をかけました。ただし、一方のグループでは「頭がいいね」と“能力”をほめ、もう一方のグループでは「頑張っ

たね」とその“努力”をほめたのだそうです。グループ分けをした時点では両グループの成績は等しかったそうです

が、子供たちに新しい問題を見せ、新しい問題に挑戦するか同じ問題をもう一度解くか選ばせたところ、２つのグル

ープの間で明確な差が現れたというのですが、さて、どうなったでしょう。 

まず“能力”をほめたグループは、新しい問題を避けて同じ問題を解こうとする傾向が強くなったそうです。つま

り“能力”を評価された子供は、自分を賢く見せることを重視し、失敗して自分の“能力”を疑われるようなことは

したがらなくなったということです。一方、“努力”を評価された子供たちは、その９割が新しい問題にチャレンジす

る方を選び、学びのチャンスを逃さなかったのだそうです。どうやら子供を伸ばす秘訣は、子供の“能力”を評価す

るのではなく子供の“努力”を評価することにありそうです。 

大人の社会には「努力は賞賛に値するが評価には値しない」という大変厳しい言葉があります。それは大人の社会

が結果や成果を重視しているからです。しかし中学生は大人になるための準備期間であり、成長するための期間です。

ですから“努力”をたたえて、意欲を高め、その上で結果につなげていくという流れを作ることが重要です。大切な

ことは、結果に至るまでの子供の“努力”を大人が見逃さないことです。 

この２学期は、ぜひ子供が“努力”している姿を注意深く見守ることといたしましょう。そして、その“努力”に

対し、賞賛の言葉を惜しみなく、それこそシャワーのように浴びせようではありませんか。 

参考文献 「やればできる！」の研究（2008、キャロル・Ｓ・ドゥエック、草思社） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【清瀬市メール一斉配信の再登録のお願い】 

本日９月９日に、台風による対応について学校から一斉配信しましたが、一部のご家庭に届かないということがあ

りました。スマートフォンや携帯電話の機種変更された場合は、必ず再登録をお願いいたします。登録用の用紙は、

副校長が管理しております。 

アフリカの先生が来校されました。 

 

昨年に引き続き、８月８日(木)にアフリカの先生方が日本の学校や教育を学ぶため、清瀬中学校を訪れま

した。当日は生徒会と英語部による学校紹介、筝曲部の演奏、吹奏楽部の練習見学、そして折り紙体験及び

交流を行いました。 

アフリカの先生方は大変喜んでおり生徒と楽しく会話をしていました。今回も生徒、駐車場を貸していた

だいたJA清瀬支店長様、折り紙等の物品の準備にご協力いただいた青少年問題協議会第一地区委員会の皆

様､そしてPTAの皆様､学校支援本部の皆様のご協力があり、素晴らしいおもてなしができました。皆様には

心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筝曲部の演奏 折り紙体験 最後に集合写真 

立川キャラバン隊ひこうき雲の皆様が来校されました。 

 

８月２３日(金)に「立川キャラバン隊ひこうき雲」(障害をもつ親の会)の皆様を迎え、本校教員の研修を行い

ました。体験を通して、障害のある子の気持ちを知り、接し方のコツを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美化デーが実施されました。 

 

８月２５日(日)に青少年問題協議会第一地区委員会主催の美化デーが実施されました。 

当日は、本校､清瀬小学校､清瀬第八小学校の児童生徒､保護者の皆様､青少年問題協議 

会第一地区委員会の皆様､民生児童委員の皆様など、地域の方130名が集まり、自分たち 

の住む町を清掃しました。たくさんのゴミを回収しスッキリできたのと同時に、地域の 

チカラを感じた１日でした。 

 

 

 


